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平成 24 年度 政策評価結果
　町では「住民に対する説明責任を果たす」「効率的で質の高い行政の実現」「住民の視点に立った成果重視の行

政への転換」「職員の政策形成能力の向上」の 4 つを目的として、政策評価を実施しています。

▼問合せ　美しいまちづくり課総合調整係（☎ 23 － 2393）

　評価結果については、政策の企画立案をはじめ、重点政策の展開、予算編成、事務事業の見直し等の事務改善など、

町政のあらゆる分野に反映し、行政サービスの向上に努めます。今回は、政策評価の中の「施策評価」において「極

めて良好」及び「要改善」と判定されたものについて、主なものをご紹介します。

総合判定 それぞれの施策に対する今後の主な取り組み

極めて良好

① 道路・交通機関の充実

　【主 な 事 業 】JR の電化促進、コミュニティバスの運行

　【今後の取組】JR 学園都市線の電化によるメリットを活かしたまちづくりを推進します。

② 住環境の整備
　【主 な 事 業 】当別ダムの建設促進

　【今後の取組】町民生活に欠かせない水道水の安定供給のため、水道事業の安定運営に努めます。

③ 国際交流・国内交流の推進
　【主 な 事 業 】スウェーデン王国レクサンド市との姉妹都市提携 25 周年記念事業

　【今後の取組】25 周年記念事業の成果を検証し、町民への周知に努めます。

要改善

① 子育て支援の推進
　【主 な 事 業 】子ども発達支援センター・保育所の運営

　【今後の取組】少子化対策戦略プラン策定の中で、効果的な施策を検討します。

② 環境対策の推進　

　【主 な 事 業 】ごみ収集運搬・減量化事業

　【今後の取組】ごみ減量化策を改めて検証し、リサイクル、分別の拡充も含め、対策を検討します。

③ 商工業・観光の振興、雇用対策
　【主 な 事 業 】商店街活性化実態調査事業、観光振興

　【今後の取組】商工業・商店街のあり方の検討と、経済活性化に向けた抜本的な戦略を考案します。

　　　　 関係団体と連携し、人を呼び込むための継続的な取り組みを構築していきます。

1 次評価
担当部署による

自己評価

2 次評価
総務・財政・企画担当部課長による評価

外部評価
政策評価委員会（注１）による評価

最終評価
政策評価本部（注２）

による評価

（注１）有識者や町内で公共的な活動をされている方など、公募委員を含めた８名以内の委員によって構成される組織
（注２）町長、副町長、教育長、各部署の部長職で構成される組織

評価の流れ

評価結果

　本年度の政策評価は、厳しい財政状況の中、町が実施している各種事業が、より効率的・効果的に実施されるよう、

第 5 次総合計画に基づき、今年度策定予定の少子化対策戦略プラン（仮称）などの主要な計画との連携を図りなが

ら、長期的な視点で評価を実施しました。今後も引き続き第 5 次総合計画を着実に推進するため、事業の達成度や

施策の効果等を検証し、行政サービスの向上につなげていきます。詳しい内容や評価結果は、1 月中に町ホームペー

ジで公表する予定です。

まとめ！
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